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自己紹介 
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ベンチャーキャピタルの貢献 （米国） 

 イノベーションの80％ 

 民間雇用の11%（1200万人） 
 ソフトウェア雇用の80％ 

 通信・インターネット雇用の74% 

 米国GDPの21％（$2.9 Trillion = 2.9兆ドル） 
 半導体売上げの55％ 

 エレクトロニクス・機器売上げの67％ 

出典： Venture Impact 2009 by HIS Global Insight  
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ベンチャーのエコシステム 
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大学・研究機関 

大企業 

ベンチャー
企業 

ベンチャー 

キャピタル 

株式公開 

M&A 

清算 

投資家 
投資家 
投資家 

： 日本では十分機能してい
ない？ 

VC投資 

LP投資 

キャピタルゲイン 

キャピタルゲイン 

スピンアウト 

スピンアウト 



ベンチャーキャピタリストの付加価値 

 優れた素質のベンチャーであればオカネが付く
のは当然（のはず） 

 投資先企業に対してどれだけ具体的な経営支援
が出来るか 

 過去の経験 

 人脈 

 良い意味でのプレシャー（事業計画の見直し、
遂行） 
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EXITについて 

 Exitは結果であり出発点であり、最終目的では
ない 

 IPO以外のExitもあり得る 
 とくに環境・エネルギー分野 

 公開市場の安定は火急の課題 
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く
ま
で
も
そ
の
結
果
だ
が
、
現
在

は
大
企
業
が
自
社
の
Ｒ
＆
Ｄ
（
研

究
・
開
発
）
で
な
く
戦
略
的
な
Ａ

＆
Ｄ
（
買
収
・
開
発
）
で
新
規
事

業
を
立
ち
上
げ
る
動
き
が
広
が

り
、
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
受
け
皿
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

　

伊
藤　

日
本
の
起
業
家
精
神
を

醸
成
す
る
方
策
は
。

　

村
木　

資
金
の
出
し
手
と
受
け

手
の
「
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。
東

証
１
、
２
部
や
マ
ザ
ー
ズ
へ
の
Ｉ

Ｐ
Ｏ
に
数
年
を
費
や
す
の
で
は
な

く
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
新
し
い
市
場

を
活
用
し
て
も
っ
と
早
い
段
階
で

資
金
調
達
し
、
事
業
を
成
長
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

郷
治　

日
本
に
は
お
金
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
健
全
な
リ
ス
ク

テ
ー
ク
、
つ
ま
り
計
算
さ
れ
た
リ

ス
ク
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ

新
し
い
企
業
が
作
ら
れ
、
そ
こ
に

新
た
な
投
資
機
会
が
育
っ
て
い
く

は
ず
だ
。

集
を
終
え
た
「
同
２
号
」
は
４
社

に
投
資
中
だ
。
基
本
的
に
は
、
事

業
計
画
の
作
り
込
み
と
い
っ
た
早

い
段
階
か
ら
一
緒
に
参
加
し
な
が

ら
、
研
究
室
や
大
学
や
企
業
の
壁

を
超
え
、
関
連
す
る
も
の
を
組
み

合
わ
せ
る
形
で
投
資
し
て
い
る
。

１
社
あ
た
り
５
〜
10
年
ほ
ど
か
け

て
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
持
っ
て
い
く
と
い

う
ス
タ
イ
ル
だ
。

　

石
井　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
（
Ｃ

Ａ
）
を
舞
台
に
日
米
の
新
規
事
業

を
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
支
援
し
た
い
と

考
え
、
25
年
前
に
Ａ
Ｚ
Ｃ
Ａ
を
立

ち
上
げ
た
。
現
在
は
「
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
に
特
化
し
た
Ｖ
Ｃ
も
手

掛
け
て
い
る
。
米
国
で
は
①
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
８
割
②
民
間
雇
用

の
11
％
に
あ
た
る
１
２
０
０
万
人

③
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
21

％
、
２
・
９
兆
㌦―

―

が
Ｖ
Ｃ
の

投
資
先
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
課
題
も
多
い
が
、
同
じ
こ

と
が
で
き
れ
ば
経
済
に
与
え
る
イ

ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
は
ず
だ
。

女
性
の
力
も
重
要
な
要
素
だ
。
第

５
点
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立

っ
た
価
値
感
だ
。
世
界
的
な
影
響

力
を
持
つ
製
品
、
技
術
、
サ
ー
ビ

ス
か
ど
う
か
考
え
る
、
こ
こ
か
ら

無
限
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。

人
材
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携
が
軸

に
な
っ
て
く
る
。

　

最
後
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
に
は
政
府
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
必
要
だ
。
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

シ
ン
プ
ル
だ
。
日
本
は
ビ
ジ
ョ
ン

を
行
動
に
移
す
力
を
持
っ
て
い

る
。
日
本
の
独
創
性
、
情
熱
、
そ

し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
何
を
も

た
ら
す
か
は
世
界
が
周
知
の
通
り

だ
。
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
夢
を
抱

い
て
ほ
し
い
。

新
興
企
業
５
万
社
を
見
る
と
、
業

種
別
に
は
「
卸
売
り
」
を
筆
頭
に

「
建
設
」「
不
動
産
」な
ど
が
上
位

に
挙
が
る
。
ま
た
業
種
別
の
平
均

売
上
高
で
は「
化
学
」「
娯
楽
」「
保

険
」「
卸
」の
順
。注
目
す
べ
き
は

新
興
企
業
の
立
ち
上
が
り
に
あ
ま

り
Ｖ
Ｃ
が
関
与
し
て
い
な
い
こ
と

だ
。
Ｖ
Ｃ
の
代
替
と
し
て
政
府
や

半
官
半
民
の
機
関
の
役
割
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

郷
治　

２
０
０
４
年
設
立
の
東

京
大
学
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
現

在
、
各
80
億
円
規
模
の
２
つ
の
フ

ァ
ン
ド
を
運
営
し
て
い
る
。
フ
ァ

ン
ド
の
「
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
１
号
」
は
34

社
に
投
資
し
、
う
ち
半
数
が
既
に

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
し
た
。
今
年
６
月
に
募

一
生
懸
命
働
い
て
い
た
。
そ
れ
が

今
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
だ
。

　

こ
の
１
年
日
本
を
巡
り
、
日
本

に
内
在
す
る
起
業
家
精
神
を
解
き

放
ち
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
あ

ち
こ
ち
で
感
じ
た
。
そ
こ
で
起
業

家
精
神
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
６

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

第
１
点
は
起
業
を
称
賛
す
る
こ

と
。
第
２
点
は
失
敗
し
て
も
再
挑

戦
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
。

第
３
に
有
能
な
人
材
の
流
動
性
と

幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
ン
ス
が
不

可
欠
だ
。
こ
れ
は
多
様
性
の
推
進

と
い
う
第
４
の
ポ
イ
ン
ト
に
直
結

す
る
。
米
国
は
世
界
中
か
ら
起
業

家
を
迎
え
入
れ
、
人
と
ア
イ
デ
ア

の
多
様
性
が
力
を
与
え
て
い
る
。

来
と
は
異
な
る
上
場
市
場
と
し
て

新
た
な
資
金
調
達
や
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の

可
能
性
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

エ
バ
ハ
ー
ト　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ナ
ー
に
な
れ
る
か
ら
だ
。

　

個
人
的
な
経
験
で
も
、
起
業
家

　

伊
藤　

日
本
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
が
な
か
な
か
起
業
家
に
回
ら
な

い
。

　

朝
倉　

戦
後
日
本
は
国
を
挙
げ

て
基
幹
産
業
を
育
成
す
る
た
め
大

企
業
に
資
本
を
集
中
さ
せ
、
社
員

も
大
企
業
に
入
社
す
れ
ば
「
ノ
ー

リ
ス
ク
・
ミ
デ
ィ
ア
ム
リ
タ
ー

ン
」
が
期
待
で
き
た
。
こ
れ
が
基

幹
産
業
に
お
け
る
起
業
家
精
神
を

失
わ
せ
た
の
で
は

な
い
か
。
従
来
の

延
長
線
上
で
は
な

い
方
法
論
を
基
幹

産
業
に
持
ち
込

み
、
起
業
家
精
神

を
鼓
舞
し
た
い
。

　

伊
藤　

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
は

Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
ほ
か
に
Ｍ
＆
Ａ
（
合

併
・
買
収
）
と
い
う
選
択
肢
も
あ

る
が
、
米
国
と
違
い
日
本
で
は
ま

だ
注
目
度
が
高
く
な
い
よ
う
だ
。

文
化
の
違
い
だ
ろ
う
か
。

　

エ
バ
ハ
ー
ト　

日
本
は
明
治
維

新
や
第
２
次
大
戦
後
の
厳
し
い
状

況
の
中
、
政
府
主
導
で
銀
行
が
中

心
と
な
っ
て
産
業
復
興
を
支
援

し
、成
功
し
て
き
た
。こ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
伝
統
を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

歴
史
と
単
純
に
比
較
で
き
な
い
。

た
だ
言
え
る
の
は
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
は
政
府
の
介
入
が
あ
ま
り
な
い

分
た
ち
の
技
術
で
世
界
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
い
」
と
い
う
熱
意

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
Ｍ
＆
Ａ
は
あ

地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま

た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
新
興
企
業

の
61
％
は
移
民
に
よ
っ
て
作
ら
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
失
敗
後
に
再
生

し
や
す
い
と
い
う
伝
統
が
あ
る
。

日
本
と
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
双
方
の

伝
統
に
着
目
し
な
が
ら
、
日
本
の

強
み
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

石
井　

起
業
家
に
は
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ

の
方
法
を
論
ず
る
前
に
ま
ず
「
自

象
②
指
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
上
場

審
査
か
ら
上
場
後
の
フ
ロ
ー
ま
で

担
当
③
上
場
の
際
の
数
値
基
準
を

設
け
て
い
な
い―

―

な
ど
だ
。
従

ド
大
学
と
東
大
が
共
同
で
取
り
組

ん
だ
日
本
の
起
業
家
精
神
に
関
す

る
研
究
成
果
を
報
告
し
た
い
。
日

本
で
過
去
10
年
に
立
ち
上
が
っ
た

取
が
約
15
年
前
に
始
め
た
新
興
市

場「
Ａ
Ｉ
Ｍ
」が
モ
デ
ル
だ
。Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ａ
Ｉ
Ｍ
の
特
徴
は
①
金

融
機
関
な
ど
プ
ロ
の
投
資
家
が
対

 

第
２
に
日
本
で
の
起
業
家
精
神

は
、
国
境
を
超
え
た
投
資
を
生
み

出
し
、
各
国
に
雇
用
を
も
た
ら

す
。
第
３
に
地
球
温
暖
化
を
は
じ

め
世
界
的
課
題
解
決
に
起
業
家
精

神
は
不
可
欠
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に

チ
ー
ム
を
組
み
世
界
の
役
に
立
つ

技
術
を
開
発
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
第
４
に
日
米
は
相
互
に
支
え

合
う
こ
と
で
、
よ
り
強
い
パ
ー
ト

精
神
は
人
を
夢
中
に
さ
せ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
る
と
実
感
し
て
い

る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
弁
護
士

と
し
て
、
あ
る
２
人
の
若
者
た
ち

と
仕
事
を
し
た
時
の
こ
と
。
彼
ら

は
お
金
の
た
め
で
は
な
く
、
世
界

に
評
価
さ
れ
る
も
の
を
作
り
出
し

た
い
と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め
、

に
最
適
な
手
法
を
選
択
し
確
実
な

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
を
実
施
す
る
の
が
特
徴

だ
。
大
学
が
持
つ
知
的
財
産
の
活

用
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
技
術
の

展
開
、
大
企
業
の
再

編
な
ど
の
案
件
を
組

み
合
わ
せ
て
新
事
業

の
可
能
性
を
追
求
し

て
い
る
。

　

村
木　

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ａ
Ｉ

Ｍ
」
は
東
京
証
券
取
引
所
グ
ル
ー

プ
の
新
た
な
市
場
と
し
て
昨
年
ス

タ
ー
ト
し
た
。
当
社
の
出
資
比
率

は
東
証
グ
ル
ー
プ
が
51
％
、
ロ
ン

ド
ン
証
取
が
49
％
。
ロ
ン
ド
ン
証

は
起
業
の
た
め
の
健
全
な
環
境
が

必
要
だ
。

　

伊
藤　

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル（
Ｖ
Ｃ
）
の
役
割
や
、
起
業
後

の
新
規
株
式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
出
口
戦
略
（
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｔ
）
に
つ
い
て
、
起
業
家
の
支

援
の
あ
り
方
を
話
し
合
い
た
い
。

　

朝
倉　

産
業
革
新
機
構
は
資
本

金
が
約
９
２
０
億
円
で
内
訳
は
政

府
が
８
２
０
億
円
、
民
間
が
１
０

０
億
円
。
別
に
８
０
０
０
億
円
の

政
府
保
証
枠
が
あ
り
、
合
計
約
９

０
０
０
億
円
の
原
資
を
投
資
活
動

に
充
て
る
こ
と
が
可
能
だ
。
基
本

は
直
接
の
株
式
取
得
。
15
年
間
の

時
限
的
組
織
で
あ
り
、
案
件
ご
と

　

駐
日
米
国
大
使
と
し
て
私
は
起

業
家
精
神
を
重
視
し
て
い
る
。
第

１
の
理
由
は
日
米
同
盟
の
基
軸
で

あ
る
平
和
と
安
全
を
守
る
に
は
、

日
本
は
米
国
と
と
も
に
経
済
大
国

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
か

ら
だ
。
国
家
経
済
を
強
く
す
る
に

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
シ
ナ
リ
オ
実
施
を　
朝
倉
氏

早
い
段
階
で
資
金
調
達
を　
　
村
木
氏

経
済
強
化
に
起
業
環
境
の
整
備
必
要

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
戦
略
不
可
欠

ユ
ニ
ー
ク
な
伝
統
に
強
み　
　
　
　
　
氏

大
企
業
の
Ａ
＆
Ｄ
受
け
皿
に　
石
井
氏

健
全
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
必
要　
郷
治
氏

エ
バ

ハ
ー
ト

起業文化とベンチャー創出へ Entrepreneurship:
The Key for Japan’s Revival

起業家精神こそが日本を変える起業家精神こそが日本を変える

基
調
講
演

基
調
講
演

起
業
家
精
神
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
成
長
へ
の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
の
要
件
①　

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
・
Ｖ
Ｃ
機
能
要
件
と
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
戦
略

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

１

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

１

ジョン・ルース氏
駐日米国大使

エ
バ
ハ
ー
ト
氏

石
井
氏

朝
倉
氏

村
木
氏

郷
治
氏

伊
藤
氏

産
業
革
新
機
構　

専
務

朝
倉 

陽
保
氏

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ａ
Ｉ
Ｍ
取
引
所　

社
長

村
木 

徹
太
郎
氏

東
京
大
学
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル　

社
長

郷
治 

友
孝
氏

Ａ
Ｚ
Ｃ
Ａ　

社
長

石
井 

正
純
氏

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ェ
ロ
ー
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

ロ
バ
ー
ト
・
エ
バ
ハ
ー
ト
氏

日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
会
長

一
橋
大
学
大
学
院
教
授

 

伊
藤 

邦
雄
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

パ
ネ
リ
ス
ト

モ
デ
レ
ー
タ
ー

モ
デ
レ
ー
タ
ー

出席者
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う
な
大
学
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
だ

け
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た
起
業
家

精
神
が
ハ
ビ
タ
ッ
ト
か
ら
生
ま
れ

る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
「
夢
を
持

つ
能
力
を
与
え
る
場
」
だ
。

　

ミ
ラ
ー　

初
代
学
長
は
東
海
岸

か
ら
来
て
弁
護
士
の
教
育
を
受

け
、
鉄
道
事
業
を
始
め
た
り
、
上

院
議
員
や
知
事
も
務
め
た
い
わ
ば

〝
エ
ン
ジ
ニ
ア
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
〞

だ
っ
た
。
現
在
の
学
生
の
意
識
の

中
に
も
、
こ
う
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま

た
ハ
ビ
タ
ッ
ト
は
い
ず
れ
は
日
本

で
も
育
成
さ
れ
る
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
は
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

重
要
だ
。
大
学
も
ま
た
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
動
機
付
け

が
強
く
働
く
よ
う
な
構
造
改
革
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

各
務　

東
大
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ

ル
で
は
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
事
例
が
出
つ

つ
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
が
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
り
、
シ
リ
ア
ル
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
何
度
も
起
業

す
る
人
）
が
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
し
て

後
続
の
起
業
家
に
資
金
援
助
す
る

好
循
環
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　

ミ
ウ
ラ
・
コ
ー　

い
ま
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
で
は
非
常
に
少
な
い
資

金
で
起
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
こ
の
事
例
は
日
本
に
も
希

望
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

伊
藤　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
仕

組
み
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
持
っ
て

く
る
の
は
難
し
い
が
、
し
か
し
現

在
の
い
わ
ゆ
る
「
東
京
一
極
集

中
」
を
良
い
ほ
う
に
活
用
し
、
日

本
的
に
起
業
家
を
醸
成
す
る
道
も

あ
る
と
思
う
。
三
菱
地
所
が
主
導

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
創
生

ビ
レ
ッ
ジ
」
で
は
現
在
、
会
員
数

６
２
０
人
の
「
東
京
21
Ｃ
ク
ラ

ブ
」
で
様
々
な
専
門
家
が
異
業
種

交
流
し
、
ま
た
新
丸
ビ
ル
の
10
階

に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
を
設
け
て
起
業
家
に
活
動
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。
新
設
し
た

「
丸
の
内　

イ
ン
ド
・
エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク
・
ゾ
ー
ン
」
で
は
イ
ン
ド
企

業
の
日
本
進
出
を
支
援
し
、
両
国

企
業
の
出
合
い
を
通
じ
て
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
出
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

　

石
井
（
会
場
か
ら
参
加
）　

シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
〝
生
息
〞
す
る

日
本
人
層
も
厚
く
な
っ
て
き
た
。

日
本
の
大
学
や
企
業
に
は
も
っ
と

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

各
務　

起
業
を
後
押
し
す
る
ヒ

ュ
ー
マ
ン
タ
ッ
チ
な
部
分
を
い
か

に
し
て
起
業
家
教
育
に
盛
り
込
ん

で
い
く
か
が
重
要
だ
。

　

金
井　

起
業
家
活
動
の
活
発
化

の
た
め
、
様
々
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
作
っ
て
出
会
い
の
場
に
し

て
い
き
た
い
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
あ
る
か
ら
だ
。
重
要
な
の
は
、

授
業
を
受
け
る
だ
け
の
「
プ
ッ
シ

ュ
の
教
育
」
で
な
く
、
学
習
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
自
ら
見

つ
け
て
学
ぶ
「
プ
ル
の
教
育
」
に

移
行
す
る
こ
と
だ
。

　

各
務　

基
礎
研
究
の
分
野
は
成

果
を
事
業
化
す
る
の
に
長
い
時
間

が
か
か
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
導

入
し
て
こ
の
長
さ
を
埋
め
る
の
が

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み

だ
。
米
国
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
は
Ｖ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
ド
の
多
く
が

成
功
し
た
起
業
家
が
大
学
に
寄
付

し
て
で
き
た
基
金
を
資
金
の
源
泉

と
し
て
お
り
、
ま
た
潤
沢
な
基
金

を
奨
学
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
い
い
学
生
が
集
ま
る
好
循
環
が

あ
る
。
こ
れ
を
日
本
で
も
作
り
た

い
。
東
大
で
は
６
年
前
に
「
東
京

大
学
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
道
場
」

と
い
う
期
間
６
カ
月
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
け
た
。
こ
こ
に
参
加
す
る

理
科
系
の
学
生
が
、
自
身
の
研
究

成
果
を
事
業
化
す
る
と
い
う
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
も
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。
そ
ん
な
効
果
も
あ
る
と
期
待

し
て
い
る
。

　

伊
藤　

日
本
で
は
大
企
業
の
中

に
多
く
の
知
的
財

産
が
あ
り
、
起
業

家
も
い
る
。
事
例

と
し
て
、
住
友
化

学
が
開
発
し
た
繊

維
に
マ
ラ
リ
ア
予
防
薬
を
練
り
込

ん
だ
蚊
帳
「
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ

ト
」
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
蚊
帳

に
よ
り
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
患
者
が

減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
利
益

で
学
校
を
造
っ
た
り
、
工
場
を
建

て
て
雇
用
を
創
出
し
た
り
し
た
。

に
速
ま
っ
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
学

ん
で
か
ら
起
業
す
る
の
で
は
追
い

つ
か
な
い
。
起
業
の
た
め
の
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
非
常
に
速
く
学
習
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
起

業
家
教
育
で
大
切
な
の
は
「
何
を

教
え
る
か
」
で
は
な
く
「
ど
う
や

っ
て
教
え
る
か
」
だ
。
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
に
は
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク

ち
ゃ
う
」
と
い
う
教
育
だ
。
大
学

や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
将
来
の

起
業
家
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
。
大

事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

金
井　

ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
中
に
多

か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。

　

伊
藤　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

が
す
ご
い
の
は
、
身
近
に
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
が
い
て
「
そ
の
気
に
さ
せ

ト
ワ
ー
ク
」
だ
。

　

ミ
ウ
ラ
・
コ
ー　

あ
る
学
生
が

私
に
数
学
の
論
文
を
送
り
「
こ
れ

で
何
か
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
か
」

と
聞
い
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
数

学
の
学
生
が
起
業
家
を
目
指
す
よ

様
な
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

る
。
い
わ
ば
、
ふ
と
し
た
偶
然
か

ら
何
か
価
値
の
あ
る
も
の
に
気
付

く
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

　

金
井　

成
功
事
例
を
モ
デ
リ
ン

グ
す
る
こ
と
も
起
業
家
教
育
の
重

要
な
要
素
だ
。

　

各
務　

製
造
業
だ
け
で
な
く
サ

ー
ビ
ス
業
に
も
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
は
あ

る
。
今
後
２
〜
３

年
の
う
ち
に
、
優

れ
た
起
業
家
を
戦

略
的
に
支
援
し
て
２
〜
３
人
の
す

ば
ら
し
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
作
り

た
い
。

　

ミ
ラ
ー　

モ
デ
リ
ン
グ
は
重
要

だ
。
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て

成
果
を
上
げ
る「
モ
デ
ル
ス
ル
ー
」

を
実
際
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
ま

た
必
ず
し
も
一
番
良
い
製
品
が
勝

ち
残
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知

り
、
ど
う
い
う
環
境
の
中
で
ど
う

や
っ
て
成
長
す
る
か
を
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
失
敗
を

迅
速
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切

だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
に
あ

る
問
題
を
早
期
に
認
識
で
き
れ

ば
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

方
向
転
換
が
可
能
だ
か
ら
だ
。

　

ミ
ラ
ー　

現
代
は
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
が
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
非
常

ス
（
生
命
倫
理
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
そ
の
１
つ
。
こ
こ
で
は
工
学
、

物
理
、
法
律
な
ど
を
学
ぶ
学
生
ら

を
集
め
て
専
門
分
野
で
は
な
い
生

命
科
学
の
勉
強
を
さ
せ
る
。
工
学

を
生
命
科
学
の
分
野
に
応
用
す
る

に
は
生
命
科
学
を
深
く
学
ぶ
必
要

で
は
な
く
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
」
。
価
格
や
ユ
ー
ザ
ー
、
需
要

の
創
造
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
な
ど
を

考
え
る
こ
と
が
起
業
家
教
育
の
基

盤
に
な
る
。
教
室
を
出
て
、
誰
に

話
を
聞
け
ば
い
い
か
、
誰
が
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
か
な
ど

　

金
井　

起
業
家
教
育
と
は
何
か

を
話
し
合
い
た
い
。

　

ミ
ウ
ラ
・
コ
ー　

ま
ず
重
要
な

の
は
拡
張
可
能
で
持
続
性
の
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
だ
。
起
業
家
に
必

要
な
の
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

　シンポジウムは主催者３人の開会
挨拶（あいさつ）で幕を開けた。日
本ベンチャー学会会長の伊藤邦雄氏
はまず「日本にベンチャー支援のイ
ンフラを作り、起業家精神を醸成し
て持続可能な経済、産業の発展に寄
与したい」と学会の活動目的を紹
介。次いで「未来に向けて日本を変え
る原動力は起業家精神にある」と指
摘し、今回のシンポでは「日本の厳
しい現状を直視しながら未来に目を
向け、日本とシリコンバレーの連携
や、産業界と大学、学会との連携のあり方などについて、日
米合同チームが一緒になって“未来志向”の骨太のソリュー
ションを考えていきたい」と述べた。
　東京大学産学連携本部長の影山和郎氏は「大学で生み出さ

れた研究成果を移転可能な形にして社
会に還元することが重要な使命」と指
摘し、「起業や大学発ベンチャーの支援
が産学連携本部の大きな柱」と紹介。ス
タンフォード大学名誉教授のウィリア
ム・ミラー氏は自身が３年前に82歳で会
社を立ち上げた事例を挙げて会場を沸
かせながら、起業家精神を持つ人々が
集まってビジネスを生み出す「ハビタッ
ト（生息環境）」という概念を提起した。

資
金
・
学
生
集
ま
る
好
循
環　
各
務
氏

日
本
的
な
起
業
家
醸
成
を　
　
伊
藤
氏

失
敗
を
迅
速
に
受
け
止
め
る　
　
　
　
氏

「
プ
ル
の
教
育
」
に
移
行
を　
ミ
ラ
ー
氏

ミ
ウ
ラ

　
・
コ
ー

　

「
起
業
家
精
神
こ
そ
が
日
本
を
変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
経
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
11
月
１

日
、
東
京
・
千
代
田
の
一
橋
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｊ

Ｅ
、
東
京
大
学
産
学
連
携
本
部
が
主
催
し
、
共
催
は
日
本
経
済
新
聞
社
。
協
賛
は
住
友
化
学
、
三
菱
地
所
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

　

Ａ
Ｉ
Ｍ
取
引
所
、
東
京
大
学
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
。
後
援
は
産
業
革
新
機
構
。
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